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議事日程 

       第１ 会議録署名議員の指名について 

       第２ 会期の決定について 

       第３ 野洲市の教育方針について 

       第４ 議第２６号から議第４０号まで一括上程 

          （野洲市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例他１４件） 

          提案理由説明 

       第５ 発議第９号 野洲市議会委員会条例の一部を改正する条例 

          提案理由説明、質疑、討論、採決 

       第６ 議会運営委員の選任について 

市長提出議案 

       議第２６号 野洲市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

       議第２７号 野洲市使用料条例の一部を改正する条例 

       議第２８号 野洲市農村公園条例の一部を改正する条例 

       議第２９号 平成１６年度野洲市一般会計補正予算（第１号） 

       議第３０号 平成１６年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号） 

       議第３１号 平成１６年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 

       議第３２号 平成１６年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
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       議第３５号 平成１６年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号） 

       議第３６号 工事請負契約について 

             （市営住宅和田団地建設工事（建築主体工事）） 

       議第３７号 財産（土地）の取得について 

       議第３８号 休日急病診療に関する事務の委託に関する協議につき議会の
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       議第３９号 滋賀県町村土地開発公社定款の変更について 

       議第４０号 固定資産評価員の選任につき議会の同意を求めることについ

て 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（秦 眞治君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから平成１６年第３回野洲市議会定例会を開会いたします。 

 本日の定例会に報道関係者からカメラ等の撮影の申し出がありましたので、撮影の許可

を決しましたことをご報告申し上げさせていただきます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に先立ち、諸般の報告をいたします。 

 出席議員全員であります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、配付しております文書

のとおりでありますのでご了承願います。 

 次に、本日新たに就任されました阪口和夫収入役から発言を求められておりますので、

これを許します。 

 収入役。 

○収入役（阪口和夫君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいま議長のお許しを得ましたので、野洲市の収入役の就任にあたりまして、一言ご

挨拶を申し上げたいと思います。 

 私、このたび、図らずも市長の推薦を受けまして野洲市の収入役に選任をいただき、先

の第２回の臨時議会におきまして、議会の皆様のご同意をいただきましたことにつきまし

て、身に余る光栄に存じます。また一方では、責任の重大さに身が引き締まる思いがいた
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します。もとより浅学非才の身ではありますが、議員皆様方のお力添えをもとに、与えら

れました業務を、情熱と謙虚さと誠実をモットーに誠心誠意全うする覚悟でございますの

で、議員皆様方のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 さて、野洲市がスタートしたところでありますが、昨今の行財政が厳しさを増します中

ではありますが、今後は、野洲市財政の健全な運営に努めますと共に、市の資金運用、ま

た管理につきまして万全を期し、地域住民の皆様のご期待に沿うべく、努力をいたす覚悟

でございます。 

 重ねまして、議員皆様方の温かいご指導とご鞭撻を賜りますことをお願い申し上げまし

て、収入役の就任にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。 

○議長（秦 眞治君） 次に、本日の議事日程はお手元に配付しております議事日程表の

とおりであります。 

 これより日程に入ります。 

 （日程第１） 

○議長（秦 眞治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、第５番、田中良隆君、第６番、

梶山幾世君を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（秦 眞治君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月２２日までの２２日間といたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（秦 眞治君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から１２月２２日ま

での２２日間と決定をいたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、配付いたしております会期予定表のとおりで

ありますのでご了承願います。 

 次に、地方自治法第１４９条第１号の規定により、市長より本日開会の野洲市議会定例

会に提案されました議案は、配付いたしております議案書のとおりであります。 

 （日程第３） 

○議長（秦 眞治君） 日程第３、野洲市の教育方針について、教育長より説明を求めま
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す。 

 教育長。 

○教育長（大堀義治君） 皆さん、おはようございます。 

 議員の皆様方には、平素から教育の充実発展のために深いご理解とご協力を賜っており

ますことに心から敬意と感謝の意を表します。 

 去る１１月１７日の臨時議会におきまして、野洲市教育委員会委員として議員の皆様の

ご同意をいただき、ありがとうございました。翌日、私は、臨時教育委員会議におきまし

て、教育長に選任をされました。もとより浅学非才ではございますが、教育課題の解決に

向けて全身全霊を傾け精進いたす所存でございます。議員皆様の一層のご理解、ご支援を

お願い申し上げます。 

 さて、教育方針につきましては、先の市長施政方針と合併前の両町の方針を踏まえまし

て、調整をしながら私なりの思いを付け加えまして、野洲市教育方針としてご説明を申し

上げます。 

 少子高齢化によります社会の活力の低下、経済停滞の中での就職難、倫理観や社会的使

命感の低下等々、困難な状況を改善するため、政治や経済等のあらゆる分野において改革

が進められています。教育におきましては、低学力、いじめや不登校の問題、規範意識や

自律心の低下、青少年の凶悪な犯罪の増加等々、子どもたちが夢を抱きにくい状況が続い

ています。 

 このような状況を踏まえ、改善するため、家庭や地域と協働し、乳幼児期からの家庭教

育はもちろん、地域社会全体の教育力を高めることが求められています。このような認識

で「ほほえみ・ときめきのまち」の実現を目指し、心の教育を進めます。そして、次の３

つの目標を立て、「人権と環境を基盤にしたすべての人が生きる意味を実感できる地域づ

くり」を目指したいと思います。 

 第１は、「人権文化の創造と出会い・語らい・認め合う生涯学習のまちづくり」でありま

す。これまで人権・同和教育を推進する中で、人権を尊重する地域づくりを目指す仲間は

確実にふえてきました。そして、部落差別をはじめ、障害者差別や性差別など、あらゆる

問題を解決しようとする人権教育へ広がりを見せてきました。しかし、ややもすると知識・

理解にとどまり、知恵を出し合い、話し合って実践する人権文化をつくり出すことには弱

さがあります。作物はよく耕された土壌で根づき大きく育ちます。このことに例えますと、

「固有の人権問題」という作物が「ほほえみ・ときめき」に満ちた当たり前の地域社会と
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いうよく耕された土壌に大きく育つということであります。互いに人を思いやり、人と協

調し、「ほほえみ・ときめき」を分かち合える集団や地域社会をつくりながら、生涯学習を

推進し、固有の人権問題についての学習を進めます。そして、人権問題への実践力を高め

ることが人権文化の創造であると認識し、人権・同和教育を進めます。 

 第２は、「新しい時代を切り拓く知・徳・体の調和のとれた心豊かでたくましい人づくり」

であります。学校では、学校週５日制が導入されました。総合的な学習も定着しつつあり

ます。しかし、子どもたちの土曜日、日曜日の過ごし方や、学力保障に係る課題は解決で

きたと言いがたい状況です。このことから、子どもを主役にした地域づくりや、少人数授

業等を導入した学校教育の充実に努めます。 

 また、ボーダーレスと言われる現代では、特に国際社会に貢献できる資質や能力のある

世界の中の日本人の育成が求められています。将来を託する子どもたちには、このことを

踏まえ、小学校での英語活動を展開していきます。 

 また、国際理解教育の一環として、自国の歴史や文化を理解し、郷土に誇りを持ち、郷

土を語れる人間の育成に努めます。その他道徳教育、情報教育、図書館教育等々、教科指

導の他にいろいろな教育が学校に入り込んできています。これらの教育は、いずれをとっ

ても大切であり、教科指導と共に実施しなければなりません。このような状況を踏まえ、

今まで大切にしてきた不易と、今後大切にしていく流行の観点で教育を見直し、知・徳・

体の調和のとれた人間の育成に努めます。 

 第３は、「暮らしに潤いと生きがいをもたらすスポーツ、芸術や文化を楽しめる環境づく

り」であります。人生８０年時代の長寿社会が到来し、自由時間が増大する中で生涯にわ

たって生き生きとした人生を送るためには、健康の保持や健やかな体づくりが大切であり

ます。そのためには、生涯にわたって積極的に運動に親しむなどして健全な心身の発達を

促し、人に優しい、心豊かな社会を実現したいものです。このことから、「いつでも、どこ

でも、いつまでも」気軽にスポーツに親しめる総合型地域スポーツクラブの活動支援を図

るなどして生涯スポーツの振興に努めます。 

 また、教養や趣味のための学習・芸術鑑賞や創作活動など、種々の文化活動は個性を伸

張し、創造性を培い、自己を実現して精神生活を豊かにする自主活動であります。そして、

これらの文化活動は、「ほほえみ・ときめきのまち」を実現させるためにはなくてはならな

い活動です。その活動の積極的な支援として、自己学習を生涯にわたって続けられる体制

づくりに、また、創作活動の発表やすぐれた芸術鑑賞の機会の提供に力を注ぎ、文化のか
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おる環境整備に努めてまいります。 

 以上、教育方針を３つにまとめて説明をさせていただきました。議員の皆様のご理解、

ご協力を重ねてお願い申し上げまして、教育長就任にあたっての方針説明とさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 （日程第４） 

○議長（秦 眞治君） 日程第４、議第２６号から議第４０号まで、野洲市職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例他１４件を一括議題といたします。事務局長より議件を

朗読いたさせます。 

 事務局長。 

○議会事務局長（内堀 悟君） 議第２６号野洲市職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例、議第２７号野洲市使用料条例の一部を改正する条例、議第２８号野洲市農村公

園条例の一部を改正する条例、議第２９号平成１６年度野洲市一般会計補正予算（第１号）、

議第３０号平成１６年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）、議第３１号

平成１６年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）、議第３２号平成１６年度野

洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）、議第３３号平成１６年度野洲市下水道事業

特別会計補正予算（第１号）、議第３４号平成１６年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予

算（第１号）、議第３５号平成１６年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号）、議第３６

号工事請負契約について（市営住宅和田団地建設工事（建築主体工事））、議第３７号財産

（土地）の取得について、議第３８号休日急病診療に関する事務の委託に関する協議につ

き議会の議決を求めることについて、議第３９号滋賀県町村土地開発公社定款の変更につ

いて、議第４０号固定資産評価員の選任につき議会の同意を求めることについて。 

 以上でございます。 

○議長（秦 眞治君） 議件の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求めま

す。 

 市長。 

○市長（山﨑甚右衞門君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、ここに平成１６年第３回の野洲市定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様

には全員ご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 本定例会におきましては、議決案件といたしまして条例の一部改正が３議案、平成１６

年度補正予算が７議案、契約の締結が１議案、財産の取得が１議案、その他３議案の合計
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１５議案につきましてご審議をお願いするものでございまして、よろしくお願いを申し上

げます。 

 それでは、まず、議第２６号野洲市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、ご説明を申し上げます。 

 今回の条例改正につきましては、１０月１日の新市発足によって本庁舎に勤務する職員

が増加したこと、また、コミュニティセンターやすの整備によって駐車場が確保できなく

なったことにより、自動車通勤者の一部は本庁舎周辺の民間駐車場を利用することになり

ました。これら駐車料金を、通勤のため、駐車場施設借り上げ料として規則で定める額を

通勤手当に加算支給するための条例の一部を改正するものでございます。なお、本条例に

つきましては平成１７年１月１日から施行しようとするものでございます。 

 次に、議第２７号野洲市使用料条例の一部を改正する条例について、ご説明を申し上げ

ます。 

 草津市、守山市、栗東市及び野洲市で構成する湖南総合調整協議会におきまして、協議・

調整をしてきた湖南圏域における文化スポーツ施設の広域利用を促進するため、本市の住

民と他市の住民との間に料金格差のある施設については、料金格差を撤廃するため、条例

の一部を改正するものでございます。本市の文化施設については市内外の料金格差はござ

いませんが、体育施設については温水プールを除いて１．５倍から２倍の料金格差がある

ことから、平成１７年４月１日から料金格差の撤廃のための所要な改正を行うものであり

ます。 

 別表第７は総合体育館使用料を、別表８は中主町Ｂ＆Ｇ海洋センターの使用料を、別表

第９は市民グラウンドの使用料を、別表第１６は野洲川河川公園内の管理事務所会議室、

野球場、多目的運動場、陸上競技場、テニスコート、ゲートボール場及びグラウンドゴル

フ場の使用料を圏域内の住民の利用に限り、市内の住民が利用する場合と同額にするため

の改正をするものでございます。 

 次に、議第２８号野洲市農村公園条例の一部を改正する条例について、ご説明を申し上

げます。 

 農村公園の名称の変更及び平成１６年１０月１９日付をもって県営野洲川地区土地改良

事業北流工区の換地処分登記が完了し、野洲市比江農村公園ほか４カ所の農村公園の地番

が確定したことにより、当条例の一部を改正するものでございます。なお、本条例は公布

の日から施行するものでございます。 
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 議第２９号から議第３５号までの平成１６年度野洲市一般会計補正予算及び特別会計補

正予算について、ご説明を申し上げます。 

 別冊の平成１６年度野洲市補正予算関係議案をご覧いただきたいと思います。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 議第２９号平成１６年度野洲市一般会計補正予算（第１号）について、ご説明を申し上

げます。 

 歳入歳出予算の総額に３億１，４００万円を追加し、予算の総額を１３８億８，０００

万円とするものであります。 

 次に、債務負担行為の追加及び変更につきましては、１２ページをご覧いただきたいと

思うんですが、第２表「債務負担行為補正」をご覧下さい。 

 今回の債務負担行為の追加及び変更につきましては、旧野洲町におきまして、野洲地域

内にあります県有地の野洲川副堤跡地を地域の福祉交流の場として取得するにあたり、滋

賀県町村土地開発公社を利用することとなっておりましたが、土地開発公社が用地を取得

するには、公社が用地取得のために金融機関から借り入れる資金に対する本市の債務保証

と、公社が取得した土地を買い戻すための債務負担が必要となり、今般、土地所有者であ

る滋賀県土地開発公社、本市の３者の間で取得金額並びに用地取得に係る協議が調いまし

たことから、これに伴う所要の債務負担行為の追加及び変更を行うものであります。 

 続きまして、第３表「地方債補正」でございますが、今年度の発行額が確定したことに

より、住民税減税等補てん債で９，２６０万円を追加し、合計で２億４２０万円、臨時財

政対策債で１７０万円を追加し、合計で８億２，３６０万円に変更するものであります。 

 次に、歳出の補正内容でございますが、今回の補正予算につきましては、本予算を提案

するときにもお断りを申し上げておりましたように、旧２町での執行予定額も含め、統合

予算から差し引いている関係上、旧町の予算が本予算に正しく反映されず、過不足が生じ

ておりますことから、これに伴う所要額の調整をさせていただいております。 

 また、職員給与費の関係では、１０月１日付の人事異動に伴いまして、昇格による管理

職手当または電算の切り替え等による事務の増加に伴う時間外勤務手当等の追加を行って

おります。 

 それでは、主な内容についてご説明を申し上げます。 

 まず、２８ページをお願いいたします。 

 議会費につきましては、議員報酬費３，５５９万２，０００円、政務調査費２１５万８，
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０００円の減額となっておりますが、いずれも旧野洲町において執行済みの予算を再計算

されていたことにより減額するものであります。 

 また、議会運営費では、県市議会議長会に加入したことによる負担金１７万３，０００

円を追加計上いたしております。 

 総務費関係では、３６ページをお願いいたします。 

 財産管理費、庁舎等維持管理費につきましては、現在の庁舎別館をコミュニティセンタ

ーやすとして活用するための改修工事を進めておりますが、ご承知のように、現状の庁舎

敷地内では新たな駐車場の確保が難しく、今回、本庁舎裏の駐車場を借地で拡張しようと

するものでございまして、その使用料等を計上したものでございます。 

 ３８ページ、企画費、企画調査費では、施策方針で申し上げましたが、行政評価システ

ムを構築するための経費として３７９万４，０００円を計上するものであります。 

 次に、自治振興費、コミュニティー活動推進事業費では、コミュニティー助成で桜生自

治会において、自治総合センターの助成決定によりまして、自治会館の備品等の整備費１

７０万円を計上するもので、自治会館等建設事業補助金では、駅前北自治会館において県

の補助を受け、バリアフリーに伴う改修を実施されることから、これに要する経費として

他の自治会館との事業精査により、不足額として１８２万１，０００円を追加計上するも

のであります。 

 次に、４０ページをご覧いただきたいと思います。 

 情報管理費、高度情報化推進事業では、情報基盤整備の第２次整備として、行政情報ネ

ットワーク基盤整備に着手するため、設計委託３１５万円を各施設と庁舎間の回線整備と

して１３０万円を計上するものであります。 

 次に、４８ページをご覧いただきたいと思います。 

 市長選挙費におきましては、今回、無投票となりましたことから、２，１３７万６，０

００円を減額するものであります。 

 次に、民生費関係でございますが、５４ページをご覧いただきたいと思います。 

 社会福祉総務費、社会福祉協議会活動推進事業費で１，０３０万円を減額しております

が、これは社会福祉協議会に派遣をしておりました職員１名の活動補助金を減額するもの

であります。障害者福祉費、身体障害者共同作業所入所事業費の２６２万８，０００円の

減額につきましては、通所者３名の減によるものでございます。 

 続きまして、５６ページをご覧いただきたいと思います。 
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 老人福祉費、家族介護支援対策事業費の８４万円の増額につきましては、合併協議会で

も調整をされました介護激励金３万円について、基準日となります平成１７年１月１日現

在において当初見込みより２８人程度増加が見込まれるために追加するものであります。 

 続きまして、６０ページをご覧願いたいと思います。 

 児童福祉総務費、学童保育所運営費の１００万７，０００円の増額につきましては、三

上の学童保育所に障害児加配１名を配置したことによるものでございます。 

 続きまして、６４ページをご覧下さい。 

 民間保育所費、民間保育所保育費の２，８０３万６，０００円の増額につきましては、

あやめ保育所で当初見込みより園児数が増加したことにより、これに伴う保育委託料を追

加するものであります。 

 次に、農林水産関係費でございますが、７６ページをお願いします。 

 農業振興費、農業振興対策事業費の６０万円の増につきましては、吉川地域で実施され

ております滋賀県の園芸新世紀ステップアップ産地育成事業に対し、事業費の３分の１を

補助しようとするものでございます。 

 ７８ページをご覧下さい。 

 農地費、土地改良事業費の３７４万５，０００円の増額につきましては、冨波乙地先の

農道において、生産基盤の整備を目的に舗装整備に要する経費２５６万円を、また負担金

補助及び交付金で、土地改良事業における事業費の市負担分を補助するものでございます。 

 続きまして、土木費関係でございますが、８２ページをお願いいたします。 

 道路新設改良費、道路新設改良工事費の２，０００万円の増額につきましては、現在、

整備が進む中畑・小篠原土地区画整理事業の進捗に合わせて中畑１号線の整備を行うほか、

小比江学校比留田線の整備を行うものでございます。 

 次に、８８ページをお願いいたします。 

 公園費、都市公園管理費につきまして３５６万５，０００円の増額でありますが、市内

の公園の遊具等につきまして、その安全面で緊急を要する５カ所の修繕に要する経費を計

上したものであります。 

 次に、消防費関係で９０ページをご覧下さい。 

 非常備消防費、消防団活動費の１９２万３，０００円の追加につきましては、合併に伴

い、消防団員のヘルメット及び消防団の分団旗を新調すると共に、災害情報を素早く伝達

するための受令機を購入するための経費であります。 
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 次に、災害対策費、災害対策事業費１，２３７万７，０００円の追加につきましては、

先の台風２３号による災害で兵庫県豊岡市に、また、新潟県中越地震に伴う長岡市にそれ

ぞれ救援いたしました備蓄品等の補てんに係る経費を追加すると共に、移動系の防災行政

無線を市内全域で通信可能にするための修繕に要する経費を追加するものであります。ま

た、来年度整備予定をいたしております固定系デジタル防災行政無線の設計委託料及び野

洲市地域防災計画の策定に要する経費を追加するものであります。 

 次に、教育費関係でございますが、９６ページをご覧いただきたいと思います。 

 小学校管理費、小学校施設改修整備費において、中主小学校のプールの修繕に要する経

費２７０万円を計上いたしております。 

 また、中学校管理費、中学校施設改修整備費では、野洲中学校で雨漏りの修繕に要する

経費として１５０万円を計上いたしております。 

 ９８ページの幼稚園管理費、幼稚園施設改修整備費につきましては、３年保育制に伴う

祇王幼稚園の新築増築工事で１億２，９００万円を、これに伴う監理委託で４６３万円を

追加すると共に、北野幼稚園につきましては、既存建物及び増築に係る変更を行う必要が

ございますことから、これに要する設計委託料として６０９万円を追加するものでござい

ます。 

 次に、１０６ページをご覧下さい。 

 文化財保護調査事業で６６０万１，０００円の追加となっておりますが、それぞれ事業

の確定に伴います補助金の追加でございます。 

 以上が一般会計に係る歳出の主な内容でございますが、これに見合う歳入といたしまし

ては、２０ページをご覧下さい。 

 市税において、法人市民税で村田製作所が外国税額控除の適用を受けたことから、当初

の見込みを大きく下回る結果となり、法人市民税全体で６億７，６１２万４，０００円を

減額するものでございます。 

 固定資産税で、新築軽減分の影響と打ち切り決算における歳入見込みとの差により、４，

５９６万７，０００円を減額するものであります。 

 市たばこ税では、決算見込みにより２，２４６万２，０００円を減額するものでありま

す。 

 次に、２２ページをお願いいたします。 

 国庫支出金、国庫補助金、総務費国庫補助金で合併補助金１億円を追加すると共に、２
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４ページをお願いしますが、繰入金、基金繰入金におきまして、財政調整基金で２億５，

４００万円、公共施設等整備基金で祇王幼稚園増築工事に要する財源として１億２，９０

０万円をそれぞれ取り崩し対応するものでございます。 

 次に、２６ページをお願いいたします。 

 諸収入、雑入、雑入の旧町決算剰余金におきまして、合併に伴う打ち切り決算による剰

余金額が確定いたしましたことから、新たに４億３，０９９万３，０００円を追加し、市

債において減税補てん債、臨時財政対策債が確定いたしましたことから、合計で９，４３

０万円を追加計上するものでございます。 

 以上が一般会計の補正の概要でございます。 

 続きまして、特別会計補正予算についてご説明を申し上げます。１２１ページをお願い

いたします。 

 議第３０号平成１６年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、歳入歳出予算の総額から５，８９２万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１６億８，１８５万１，０００円とするものであります。 

 それでは、歳出の主な内容についてご説明を申し上げます。１３６ページでございます

が、保険給付費、療養諸費につきまして、旧町決算及び医療費の実績による今後見込みか

らの一般被保険者療養給付費で６，１９０万７，０００円を減額、退職被保険者等療養給

付費で１，９９１万２，０００円、１３８ページでございますが、一般被保険者療養費で

１８３万４，０００円を追加するものであります。 

 次に、１４０ページをお願いいたします。 

 諸支出金、旧町借入金返済金におきまして、合併に伴い、年度途中の打ち切り決算とな

りますことから、赤字決算の見込みをしておりましたが、両町ともに黒字決算となり、借

入金を見送りましたことから、旧町借入金返済金２，０００万円全額を減額するものであ

ります。 

 以上が歳出の内容であります。 

 これに見合う歳入といたしましては、１３２ページをご覧いただきたいと思いますが、

国民健康保険税で１，８２８万４，０００円、国庫支出金で３，４４１万３，０００円、

療養給付費交付金で２，３２１万円を減額するほか、繰入金におきましては、７８７万２，

０００円で黒字決算となりましたことから、旧町決算剰余金におきまして９１１万２，０

００円を追加するものであります。 
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 以上が国民健康保険事業特別会計補正予算の内容でございます。 

 続きまして、１４７ページをお願いいたします。 

 議第３１号平成１６年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）について、ご

説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、医療給付費の増額が主なものとして、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ３億６，３５８万６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１９億４，００７万円とするものであります。 

 それでは、歳出の主な内容についてご説明を申し上げます。 

 １６０ページでございます。 

 医療諸費、医療給付費におきまして、これまでの負担の実績額が旧町で予算化しており

ました医療費の予測を両町とも大きく上回った結果、今後見込みにおいて相当の不足が予

想されることから、新たに３億４，４２０万円を追加して対応するものでございます。 

 諸支出金、一般会計繰出金では、旧町で繰り入れた超過分から医療給付費の追加計上に

伴う市負担分を差し引いた残り２，０８７万６，０００円を一般会計に返還すると共に、

１６２ページでございますが、旧町の借入金返済金では旧野洲町の決算見込みで赤字決算

となる見込みをしておりましたが、最終的に黒字決算となりましたので、借り入れを見送

ったことから、その全額を減額するものでございます。 

 これに見合う歳入といたしましては、１５８ページをご覧下さい。 

 医療給付費の追加に伴い、支払基金、国及び県の負担分についてそれぞれ所要額を追加

すると共に、諸収入におきましても両町ともに黒字決算となったことから、決算剰余金で

６，６６６万円を追加するものでございます。 

 以上が老人保健事業特別会計補正予算の内容でございます。 

 続きまして、１６５ページをお願いいたします。 

 議第３２号平成１６年度野洲市介護保険特別会計補正予算（第１号）について、ご説明

を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳入歳出の予算総額に歳入歳出それぞれ２，５０５万６，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１２億６８９万１，０００円とするものであり

ます。 

 歳出の内容につきましては、介護給付費等について旧町での実績と今後の給付見込みを

精査した上で、１８２から１８５ページですが、給付に係る所要額を計上したものであり
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ます。 

 歳入につきましては、１７６ページをお願いしますが、保険料において、現年度分の介

護保険料について新市における収入額を見込みましたところ、特別徴収保険料で２０８万

９，０００円を、普通徴収保険料で４８９万８，０００円をそれぞれ減額すると共に、介

護給付費に見合う各種負担金について精査したもので、国庫支出金、支払基金交付金、県

支出金の負担分について、それぞれ所要額を追加しております。 

 １７８ページの繰入金では、介護給付費繰入金で、介護給付費の市町村負担分について

財政安定化基金からの貸し付けを受けることといたしましたことから、２，４０１万８，

０００円を減額するものであります。 

 その他一般会計繰入金では、人事異動に伴う職員給与費の負担分１，０９２万９，００

０円を追加し、事務費分で１７９万８，０００円を減額するものであります。 

 諸収入では、介護保険サービス事業の不正請求による還付金を返納金で１６３万９，０

００円、返還金に係る加算金を６５万６，０００円追加すると共に、黒字決算となりまし

たことから、旧町決算剰余金３２６万３，０００円を追加するものであります。 

 市債におきましては、介護保険特別会計において保険料の不足が見込まれることから、

滋賀県財政安定化基金から貸付金１，６１６万２，０００円を借り入れるものであります。 

 以上が、介護保険特別会計補正予算の概要でございます。 

 続きまして、１９３ページをご覧下さい。 

 議第３３号平成１６年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明

を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，９０５万５，

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億７，９８９万円とするも

のでございます。 

 歳出の主な内容といたしましては、２０６ページをご覧下さい。 

 総務費、一般管理費、下水道一般管理運営費におきまして、現行２制度となっている料

金システムを平成１８年度から新しいシステムに設定する必要があるため、下水道経営計

画の策定に着手するものでございまして、９５５万円を計上いたしております。 

 また、公課費におきましては、打ち切り決算に伴う消費税相当額１，１２３万９，００

０円を増額するものであります。 

 次に、２０８ページをお願いいたします。 
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 公共下水道事業費、管渠管理費、管渠維持管理事業費では、宅内において上水道の漏水

事故が例年以上に発生し、今後もこうしたことが予測されるために、償還金利子及び割引

料で１１６万円を追加するものでございます。 

 管渠築造費、公共下水道管渠築造事業費では、中畑・小篠原区画整理事業並びに街路事

業の進捗に合わせ、補助事業内容における事業費を組み替えるものでございます。 

 公債費につきましては、所要額を精査したものであります。 

 次に、歳入につきまして説明を申し上げます。 

 ２０４ページをご覧下さい。 

 使用料及び手数料につきまして、公共下水道事業と特定環境保全公共下水道事業との比

率を明確にするため、それぞれ振り分けたものであります。 

 次に、繰入金、一般会計繰入金では、収支増額となったため、農業集落排水事業繰入金

で５６万４，０００円、並びに公共下水道事業費繰入金で５１７万６，０００円の合計５

７４万円を計上するものであります。 

 次に、諸収入では、打ち切り決算において両町とも黒字となったことから、旧町決算剰

余金１，３３１万５，０００円を増額し対応するものであります。 

 以上が下水道事業特別会計の補正予算の概要でございます。 

 続きまして、２１７ページをご覧下さい。 

 議第３４号平成１６年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）についてご説

明を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２１２万７，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４，４１９万５，０００円とするものであり

ます。 

 歳出の主な内容は、２３０ページをご覧いただきたいと思います。 

 墓地公園整備事業費、墓地公園管理費、墓地公園管理事業費では、墓地公園内の公衆便

所におきまして、便槽の亀裂による雨水の混入などでくみ取り量が予想外にふえたことに

より、くみ取り手数料として４４万７，０００円を追加すると共に、旧町決算剰余金の発

生に伴い１６１万３，０００円を積み立てるものでございます。 

 これに見合う歳入といたしましては、２２８ページでございます。 

 旧町決算剰余金２１２万７，０００円で対応するものでございます。 

 最後に、２３３ページをご覧下さい。 
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 議第３５号平成１６年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、人件

費に伴う所要額を調整したもので、収益的支出において水道事業費用で６４万７，０００

円を増額し、資本的支出で２３万３，０００円を減額するものでございます。 

 以上が平成１６年度野洲市一般会計補正予算並びに各特別会計補正予算の概要でござい

ます。 

 次に、議第３６号でございますが、工事請負契約、市営住宅和田団地建設工事（主体工

事）でございます。つきましては、去る１１月１６日に執行いたしました入札の結果、請

負金額２億３１７万５，０００円で、請負人を名栗建設株式会社と定め請負契約を締結す

るため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 主な工事内容につきましては、中層耐火構造壁式プレキャスト鉄筋コンクリートづくり

の３階建てでエレベーター付き１５戸でございまして、そのほかに、自転車置き場、外溝

工事、その他附帯工事を含めて建設するものであります。 

 また、今回、議会の議決を求める建築主体工事のほかに、同工事の電気設備工事につい

ては請負金額３，６７５万円で大橋電設株式会社と、同じく機械設備工事については請負

金額３，５２８万円で株式会社山本管工とそれぞれ請負契約を締結したことについて、あ

わせてご報告を申し上げておきます。 

 次に、議第３７号財産の取得についてでございますが、野洲市野洲地先にあります旧野

洲川廃川敷地６，１１０．６８平方メートルにつきましては、昭和５９年より県の所有地

として管理されてまいりましたが、このたび、市民の憩いの場として活用を図るために、

仮称ではございますが、地域交流センター、福祉施設とも含んででございますが、整備事

業用地として取得することから、議会の議決を求めるものでございます。 

 議第３８号休日急病診療所に関する事務の委託に関する協議につきましては、本年１０

月に旧中主町、野洲町が合併し野洲市が発足したため、地方自治法第２５２条の１４第１

項の規定により別紙の規約を定め、平成１７年１月１日から野洲市の休日急病診療所に関

する事務を委託することについて、地方自治法第２５２条の１４第３項において準用する

同法第２５２条の２第３項の規定に基づき、協議が必要でありますので、議会の議決を求

めるものでございます。 

 次に、議第３９号滋賀県町村土地開発公社定款の変更について、ご説明を申し上げます。 

 滋賀県町村土地開発公社の定款変更につきましては、滋賀県内の市町村の廃置分合及び
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栗東市の脱退により、当公社の設立団体の構成を変更すると共に、当公社の名称を滋賀県

市町村土地開発公社に変更するものであります。 

 また、このほか定款変更の主な内容といたしましては、設立団体に市が加わることから、

定款第８条に規定する業務の範囲に、公有地の拡大の推進に関する法律第１７条第１項第

１号ニに規定する業務、いわゆる都市計画法第４条第７項に規定する市街地開発事業の用

に供する土地及び観光施設事業の用に供する土地の取得、造成等の業務を追加するもので

ございまして、これらを定款変更に係る主な理由といたしまして、公有地の拡大の推進に

関する法律第１４条第２項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、議第４０号固定資産評価員の選任につき議会の同意を求めることについてご説明

を申し上げます。 

 地方税法第４０４条第１項は、固定資産を適正に評価し、市長が行う価格の決定を補助

するため、固定資産評価員を設置すると規定をいたしております。この趣旨は、固定資産

の課税客体である土地家屋及び償却資産の量は膨大であり、その評価を適正に行うために

は、高度の専門知識を有した者を選任し、市長の行う価格決定の補助をさせることが必要

なためでありまして、そこで、固定資産税の価格決定主管課であります本市税務課長の舩

橋登志夫を固定資産評価員として選任いたしたく、議会の同意を求めるものでございます。 

 以上、議第２６号から議第４０号までご説明を申し上げました。議員各位には、十分な

ご審議をいただき、ご賛成を賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさ

せていただきます。 

 （日程第５） 

○議長（秦 眞治君） 日程第５、発議第９号野洲市議会委員会条例の一部を改正する条

例を議題といたします。 

 提案者であります１２番、田中孝嗣君より提案理由の説明を求めます。 

 田中孝嗣君。 

○１２番（田中孝嗣君） それでは、発議第９号野洲市議会委員会条例の一部を改正する

条例の制定について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本件につきましては、野洲市議会委員会条例第５条第２項の規定に基づく議会運営委員

会の定数を１人増員し、７名と定めるものであります。在任特例期間中の３２人という議

員数の中で円滑な議会運営を期すと共に、定例会・臨時会とも限られた会期日程の中で能

率的な議案等の審議を行うため、議会運営委員会の調整機能の強化を図ろうとするもので
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あります。なお、付則といたしまして、この条例は平成１６年１２月１日から施行するも

のでありますので、よろしくご審議の上、ご賛同を賜りますようお願いを申し上げます。 

 以上です。 

○議長（秦 眞治君） これより質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（秦 眞治君） ご質疑はないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 次に、発議第９号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（秦 眞治君） 討論はないようですから、これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 

○議長（秦 眞治君） ご着席願います。起立全員であります。 

 よって、発議第９号野洲市議会委員会条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決

されました。 

 暫時休憩をいたします。 

            （午前１０時０３分 休憩） 

            （午前１０時２９分 再開） 

○議長（秦 眞治君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 （日程第６） 

○議長（秦 眞治君） 日程第６、議会運営委員の選任についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 議会運営委員の選任につきましては、委員会条例第８条第１項の規定に基づき、３番、

太田秀司君を追加指名いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（秦 眞治君） ご異議なしと認めます。よって、議会運営委員に３番、太田秀司

君を追加指名することに決定いたしました。 
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 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 議案調査のため、明１２月２日から１２月６日までの５日間を休会といたしたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（秦 眞治君） ご異議なしと認めます。よって、明１２月２日から１２月６日ま

での５日間は休会することに決定いたしました。 

 なお、念のため申し上げます。来る１２月７日は、午前９時より会議を再開し、議案審

議並びに一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

 ご苦労さんでございました。（午前１０時３１分 散会） 
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